
2004年度（第18回）

　　　　滋賀医大同窓会「湖医会」総会議事録から

　　　日時：2004年10月23日（土）、午後４時～５時

　　　場所：滋賀医科大学臨床講義室３

＜トピックス＞

　　・総会の委任状をメールでも可能にしたことにより例年より100人以上多く委任が増えた。

　　　また、はがきでの委任が少なくなりその分料金後納代約￥10,000が節約できた。

　　・湖医会奨学金を実施し６名の学生に貸与した。

　　・あらたな奨学金が実施予定されている。

＜議題＞

（1）2003年度事業報告

（2）2003年度決算報告

（3）2004年度事業計画（案）

（4）2004年度予算（案）

（5）各担当幹事からの報告

（6）湖医会奨学金について

（7）湖医会賞の受賞式・記念講演について

（8）その他

（1) 2003年度事業報告・・・・・＜承認＞
　　　1.湖都通信の発行　43号～45号

　　　2.勢多だよりの購入発送　63号（会費完納者のみ）、64号（全員）

　　　3.滋賀医学国際協力会に参画・寄付・・・04.1　￥100,000寄附

　　　4.卒業式と入学式に参列・・・04.3.25卒業式：九嶋副会長出席

　　　　　　　　　　　　　　　　　04.4.5入学式：金子副会長出席

　　　5.新入生オリエンテーション・・・04.4.7黒川副会長出席

　　　6.支部会への援助・・・04.7.10関東支部会（30名出席）　￥100,000援助

　　　7.湖医会カードへの援助・・・湖医会カードのカード年会費を負担する

　　　8.関連病院長会議に出席・・・04.6.25会長出席

　　　9.学生とのフリートーキング・・・実現せず

　　 10.若鮎祭へ寄附・・・03.9　￥200,000

　　 11.新入生歓迎委員会へ寄附・・・04.4　￥100,000

　　 12.学外卒業生向けの図書館利用案内・・・実行できず

　　 13.卒後20年同期会・・・医3期生　04.1.31琵琶湖ホテルにて（45名出席）

　　　   卒後10年同期会・・・医13期生 04.2.14琵琶湖ホテルにて（40名出席）

　　　   卒後5年同期会・・・ 看2期生  04.2.21新阪急ホテルにて（45名出席）

　　  14.特別な理由による就学困難な準会員を補助する事業

　　  15.学長との話し合い・・・03.12.15金子副会長が学長と対談

　　  16.公開講座の実現・・・基準を設ける（垰田）・・・継続審議　

　　  17.保育園設立準備委員会の活動・・・生協運営でできないか

　　  18.生涯教育

　　  19.卒業生祝賀会を主催・・・04.3.25 看護学科：瀧川教授、医学科：藤山教授、　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業生；村下先生（12期）　出席

　　  20.第4回看護学科卒業生と学生の交流懇談会の援助・・・04.6.19学食にて開催。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥50,000援助　　

　　  21.第2回湖医会賞授与式・講演会・・・03.10.25若鮎祭にて

　　  22.第3回湖医会賞受賞者決定・・・5期生・小山恒男氏（臨床・福祉領域）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12期生・猪木健氏（研究領域）

　　  23.湖医会奨学金制度の設立および奨学金への寄附要請　　

　　  24.湖医会カードの拡充・・・湖医会カードの年会費を同窓会が負担することをアピー

　　　　　　　　　　　　　　　　ルし加入をよびかける

　  25.会員就職互助支援センターの検討・・・継続審議

　　26.その他

（2）2003年度会計報告・・・＜承認＞

（3）2004年度事業計画 ・・・＜承認＞

　　　1.湖都通信の発行　46号～48号

　　2.勢多だよりの発送

　　3.学生への対応

　　　1）寄附

　　　　　・若鮎祭へ寄附￥200,000・・・04.9予定

　　　　　・新入生歓迎委員会へ寄附￥100,000・・・05.4予定

　　　2）活動

　　　　　・卒業生祝賀会を主催

　　　　　・新入生オリエンテーションで同窓会の説明をする

　　　　　・看護学科卒業生と学生の交流懇談会の援助　

　　　　　・特別な理由による就学困難な準会員を補助する

　　4.大学への対応

　　　1）寄附

　　　　　・滋賀医学国際協力会へ寄附￥100,000・・・05.1予定

　　　2）会議に参加

　　　　　・関連病院長会議

　　　　　・滋賀医学国際協力会

　　　　　・経営協議会に参加（会長）

　　　　　・学長の諮問機関 に参画（金子）

　　　3）大学幹部との交流

　　　　　・学長と意見交換（金子）

　　　4）行事に参列

　　　5）協力

　　　　　・医大ニュース、滋賀医学国際協力会ニュースの発送（費用は湖医会持ち）

　　　　　・要望のある各部署へタックシール等の提供・・所定の手続きを踏んでもらう

　　5.支部会への援助・・・05.8.6 関東支部会開催予定、￥100,000の援助

　　6.湖医会カードへの援助・・・04.9　年会費負担@￥1,312×71名分　

　　7.同期会の開催

　　　　　・卒後20年同期会・・・医4期生（04.9.25琵琶湖ホテルにて開催）

　　　　　・卒後10年同期会・・・医14期生（04.9.11ロイヤルオークホテルにて開催）



　　　　　・卒後5年同期会  ・・・看3期生（未定）

　　 8.湖医会賞

　　　1）第3回湖医会賞授与式・講演会・・・04.10.23　若鮎祭と共催

         2）第4回湖医会賞受賞者決定・・・05.6予定

      9.湖医会奨学金

　　　1）募集

　　　　　・第２回奨学生の追加募集案内・・・４月の応募者が１名だったため

　　　2）寄附を募る（卒業生、特別会員、その他）　

     10.一般VISAカードからの会費引き落としへの勧誘

     11.その他

（5）各担当幹事からの報告
　　1）渉外担当・・・金子副会長

　　　Ⅰ）学長との話し合いを定期的に行う・・・03.12.15

　　　Ⅱ）予算は15万円

　　　Ⅲ）渉外担当だけでなく幹部が渉外のために必要になったときはここから支出する

　　2）湖都通信・・・乾幹事

　　　Ⅰ）報告事項　　広告　　5社　　50,000×5　協賛　　5社  　 20,000×5　

　　　　　　　　　　　3回分　  印刷費　50万円　　発送費　60万円　

　　　　　　　　　　　＊発送料縮小のため現在クロネコメール便利用

（6）「湖医会奨学金」について

　　1）今回の奨学生の決定

　　2）運営委員会からの提案

　　　・応募数が満たなかったので二次募集をする

　　　・募集期間の変更（年度末）

　　　・返還期限を短縮する

　　　・冠（個人名等）のついた奨学金は歓迎する。既に１件寄附があり「藤原よしみ奨学金」と

　　　　して運用する。対象は海外自主研修を希望する学生。貸与形式。来年度からスタートをめ

　　　　ざす。

　　　・募金は、呼びかける方法を検討しながら継続して行う。

（7）湖医会賞授与式・記念講演について

　　　７月28日に行われた選考委員会で次の２名が満場一致で推挙された。

　　　「臨床・福祉領域」の小山恒男氏（医・５期生）、「研究領域」の猪木健氏（医・12期生）

　　　 昨年同様若鮎祭において授与式・記念講演行う

                        

（8）その他

　　　 1）常任幹事会のメンバーの見直しを行う・・・現在は学年幹事の中から選出しているが機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　していないので、構成委員の見直しをすることになった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　初めは少人数で小回りが利くようにする。

　　　2）学年幹事への会議の報告・連絡事項等メールを利用することとした

　　　3）会員同士の就職情報を集約し提供できるようにしたらどうか

　　　4）来年から総会の後に懇親会を設けて出席者を増やすようにしてはどうか


